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評価項目 (2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		7

								２．業務の電子化 に関する事項		8

						第５　財務内容 の改善に関する事項				9

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		10

								２．人事の最適化		11

								３．情報セキュリティ対策 の推進		12

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		13

								５．安全衛生管理の充実		14

								６．業務 における環境配慮等		15





評価項目

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務		0

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 

								２．業務の電子化 に関する事項

						第５　財務内容 の改善に関する事項

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進

								２．人事の最適化

								３．情報セキュリティ対策 の推進

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用

								５．安全衛生管理の充実

								６．業務 における環境配慮等





自己評価(2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R6年度 ネンド		第5期見込み ダイ キ ミコミ

								１．環境研究に関する業務		A		A

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A		A

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○		A○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A		A

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A		A

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○		A○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の取組に関する事項 		B		B

								２．業務の電子化に関する事項		B		B

						第５　財務内容の改善に関する事項				B		B

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制の推進		B		B

								２．人事の最適化		B		B

								３．情報セキュリティ対策の推進		B		B

								４．施設・ 設備の整備及び管理運用		B		B

								５．安全衛生管理の充実		B		B

								６．業務 における環境配慮等		B		B





自己評価

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム











評価軸

								評価軸

						① 気候変動・大気質研究プログラム		○課題に対して十分な取り組みが行われ、成果が得られているか

						② 物質フロー革新研究プログラム

						③ 包括環境リスク研究プログラム

						④ 自然共生研究プログラム

						⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

						⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

						⑦ 災害環境研究プログラム

						⑧ 気候変動適応研究プログラム







								評価軸

						（ア）先見的・先端的な基礎研究		○環境問題の解明・解決に資する科学的、学術的貢献が大きいか



						（イ）政策対応研究		○環境政策への貢献、またはその源泉となる成果が得られているか



								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか



						（ウ）知的研究基盤の整備		○知的基盤整備における実施事項は十分な独自性を有し、高い水準で実施されたといえるか





								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか





								評価軸

						① 衛星観測に関する事業		○計画に沿って主導的に実施されているか

						② エコチル調査に関する事業



								評価軸

						① 中核的研究機関としての連携の組織的推進		○中核的研究機関としての役割を発揮しているか



						② 国内外機関及び関係主体との連携・協働		○様々な主体との連携・協働は適切に実施されているか



						③ 成果の社会実装		○環境政策への貢献、成果の外部機関への提供、知的財産の精選・活用など、研究成果の活用促進等に適切に取り組んでいるか











評点

						評点		令和３年度

						８プログラム平均		4.16

						気候変動・大気質研究プログラム		4.31						評点		令和３年度						評点		参考値*		令和３年度

						物質フロー革新研究プログラム		4.50						（ア）先見的・先端的な基礎研究		4.69						衛星観測に関する研究事業		4.31		4.33

						包括環境リスク研究プログラム		3.92						（イ）政策対応研究		4.38						エコチル調査に関する研究事業		4.15		4.58

						自然共生研究プログラム		4.00						（ウ）知的研究基盤の整備		4.54

						脱炭素・持続社会研究プログラム		4.21						全体		4.77

						持続可能地域共創研究プログラム		3.93

						災害環境研究プログラム		4.17

						気候変動適応研究プログラム		4.25





モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値*		令和３年度		（参考情報）

						プロダクト配布システム登録ユーザー数		984
174		1240
387		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。一般ユーザのみ。

						プロダクト等の配布件数		14491
5020		25267
49852		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。フルフィジクスプロダクトのみ。

						追跡率
（現参加者／出生数）		94.2		93.7		参考値は令和2年度末の値。





(4)評価指標モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値等 サンコウチ トウ		令和３年度						評価指標				令和３年度										達成目標 タッセイ モクヒョウ		令和３年度

						（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44		③		ア		外部機関との共著率（国際）				95.0(50.6)		③		ア				評価指標

						（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47		③		ア														外部機関との共著率（国際）		-		95.0 (50.5)

						（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15		③		ア														モニタリング指標		参考値*

						（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53		③		ア														（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44

						共同研究契約数		55		63		②		ウ、エ														（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47

						共同契約の機関数		68		82		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15

						協力協定数（国内)		21		22		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53

						地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15		②		ア、エ

						大学との交流協定数		26		27		②		オ

						大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175		②		オ

						客員研究員等の受入数		331		342		②		エ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

						二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－		9		②		カ														招待講演数		201		161

						国際共同研究協力協定数		－ 		50		②		オ、カ														一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45

						海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86		②		オ														誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22

						招待講演数		201		161		③		ア														研究業績に対する受賞数		11		12

						一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45		③		ア														各種審議会等の委員数		681		629

						誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22		③		ア														環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607

						研究業績に対する受賞数		11		12		③		ア														職務発明の認定件数		10		3

						各種審議会等の委員数		681		629		③		イ														知的財産の保有状況		54		78

						環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607		③		ウ

						職務発明の認定件数		10		3		③		エ

						知的財産の保有状況		54		78		③		オ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86





Sheet2

						＜令和3年度の主な貢献事例　集計結果＞

						貢献結果（アウトカム）の分類※				件数

						Ⅰ:制度面		反映がなされたもの		141		336

								反映に向けて貢献中のもの		195

						Ⅱ:制度面
以外		反映がなされたもの		19		57

								反映に向けて貢献中のもの		38

						※貢献対象が重複しているものがある。





Sheet1

						第１　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ

								１．環境研究に関する業務		項目No. コウモク

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進

								① 気候変動・大気質研究プログラム

								② 物質フロー革新研究プログラム

								③ 包括環境リスク研究プログラム

								④ 自然共生研究プログラム

								⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

								⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

								⑦ 災害環境研究プログラム

								⑧ 気候変動適応研究プログラム

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進

								（ア）先見的・先端的な基礎研究

								（イ）政策対応研究

								（ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進

								① 衛星観測に関する事業

								② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム

								① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム

								① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム
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評価項目 (2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		7

								２．業務の電子化 に関する事項		8

						第５　財務内容 の改善に関する事項				9

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		10

								２．人事の最適化		11

								３．情報セキュリティ対策 の推進		12

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		13

								５．安全衛生管理の充実		14

								６．業務 における環境配慮等		15





評価項目

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務		0

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 

								２．業務の電子化 に関する事項

						第５　財務内容 の改善に関する事項

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進

								２．人事の最適化

								３．情報セキュリティ対策 の推進

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用

								５．安全衛生管理の充実

								６．業務 における環境配慮等





自己評価(2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		B

								２．業務の電子化 に関する事項		B

						第５　財務内容 の改善に関する事項				B

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		B

								２．人事の最適化		B

								３．情報セキュリティ対策 の推進		B

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		B

								５．安全衛生管理の充実		A

								６．業務 における環境配慮等		B





自己評価

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム











評価軸

								評価軸

						① 気候変動・大気質研究プログラム		○課題に対して十分な取り組みが
　 行われ、成果が得られているか

						② 物質フロー革新研究プログラム

						③ 包括環境リスク研究プログラム

						④ 自然共生研究プログラム

						⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

						⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

						⑦ 災害環境研究プログラム

						⑧ 気候変動適応研究プログラム







								評価軸

						（ア）先見的・先端的な基礎研究		○環境問題の解明・解決に資する科学的、学術的貢献が大きいか



						（イ）政策対応研究		○環境政策への貢献、またはその源泉となる成果が得られているか



								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか



						（ウ）知的研究基盤の整備		○知的基盤整備における実施事項は十分な独自性を有し、高い水準で実施されたといえるか





								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか





								評価軸

						① 衛星観測に関する事業		○計画に沿って主導的に実施されているか

						② エコチル調査に関する事業



								評価軸

						① 中核的研究機関としての連携の組織的推進		○中核的研究機関としての役割を発揮しているか



						② 国内外機関及び関係主体との連携・協働		○様々な主体との連携・協働は適切に実施されているか



						③ 成果の社会実装		○環境政策への貢献、成果の外部機関への提供、知的財産の精選・活用など、研究成果の活用促進等に適切に取り組んでいるか











評点

						評点		令和３年度

						８プログラム平均		4.16

						気候変動・大気質研究プログラム		4.31						評点		令和３年度						評点		参考値*		令和３年度

						物質フロー革新研究プログラム		4.50						（ア）先見的・先端的な基礎研究		4.69						衛星観測に関する研究事業		4.31		4.33

						包括環境リスク研究プログラム		3.92						（イ）政策対応研究		4.38						エコチル調査に関する研究事業		4.15		4.58

						自然共生研究プログラム		4.00						（ウ）知的研究基盤の整備		4.54

						脱炭素・持続社会研究プログラム		4.21						全体		4.77

						持続可能地域共創研究プログラム		3.93

						災害環境研究プログラム		4.17

						気候変動適応研究プログラム		4.25





モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値*		令和３年度		（参考情報）

						プロダクト配布システム登録ユーザー数		984
174		1240
387		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。一般ユーザのみ。

						プロダクト等の配布件数		14491
5020		25267
49852		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。フルフィジクスプロダクトのみ。

						追跡率
（現参加者／出生数）		94.2		93.7		参考値は令和2年度末の値。





(4)評価指標モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値等 サンコウチ トウ		令和３年度						評価指標				令和３年度										達成目標 タッセイ モクヒョウ		令和３年度

						（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44		③		ア		外部機関との共著率（国際）				95.0(50.6)		③		ア				評価指標

						（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47		③		ア														外部機関との共著率（国際）		-		95.0 (50.5)

						（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15		③		ア														モニタリング指標		参考値*

						（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53		③		ア														（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44

						共同研究契約数		55		63		②		ウ、エ														（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47

						共同契約の機関数		68		82		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15

						協力協定数（国内)		21		22		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53

						地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15		②		ア、エ

						大学との交流協定数		26		27		②		オ

						大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175		②		オ

						客員研究員等の受入数		331		342		②		エ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

						二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－		9		②		カ														招待講演数		201		161

						国際共同研究協力協定数		－ 		50		②		オ、カ														一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45

						海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86		②		オ														誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22

						招待講演数		201		161		③		ア														研究業績に対する受賞数		11		12

						一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45		③		ア														各種審議会等の委員数		681		629

						誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22		③		ア														環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607

						研究業績に対する受賞数		11		12		③		ア														職務発明の認定件数		10		3

						各種審議会等の委員数		681		629		③		イ														知的財産の保有状況		54		78

						環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607		③		ウ

						職務発明の認定件数		10		3		③		エ

						知的財産の保有状況		54		78		③		オ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86





Sheet2

						＜令和3年度の主な貢献事例　集計結果＞

						貢献結果（アウトカム）の分類※				件数

						Ⅰ:制度面		反映がなされたもの		141		336

								反映に向けて貢献中のもの		195

						Ⅱ:制度面
以外		反映がなされたもの		19		57

								反映に向けて貢献中のもの		38

						※貢献対象が重複しているものがある。





Sheet1
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評価項目 (2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		7

								２．業務の電子化 に関する事項		8

						第５　財務内容 の改善に関する事項				9

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		10

								２．人事の最適化		11

								３．情報セキュリティ対策 の推進		12

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		13

								５．安全衛生管理の充実		14

								６．業務 における環境配慮等		15





評価項目

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務		0

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 

								２．業務の電子化 に関する事項

						第５　財務内容 の改善に関する事項

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進

								２．人事の最適化

								３．情報セキュリティ対策 の推進

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用

								５．安全衛生管理の充実

								６．業務 における環境配慮等





自己評価(2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		B

								２．業務の電子化 に関する事項		B

						第５　財務内容 の改善に関する事項				B

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		B

								２．人事の最適化		B

								３．情報セキュリティ対策 の推進		B

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		B

								５．安全衛生管理の充実		A

								６．業務 における環境配慮等		B





自己評価

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム











評価軸

								評価軸

						① 気候変動・大気質研究プログラム		○課題に対して十分な取り組みが行われ、成果が得られているか

						② 物質フロー革新研究プログラム

						③ 包括環境リスク研究プログラム

						④ 自然共生研究プログラム

						⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

						⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

						⑦ 災害環境研究プログラム

						⑧ 気候変動適応研究プログラム







								評価軸

						（ア）先見的・先端的な基礎研究		○環境問題の解明・解決に資する科
 　学的、学術的貢献が大きいか



						（イ）政策対応研究		○環境政策への貢献、またはその源
 　泉となる成果が得られているか



								○事業的取組は計画に沿って主導
　 的に実施されているか



						（ウ）知的研究基盤の整備		○知的基盤整備における実施事項
 　は十分な独自性を有し、高い水準
　 で実施されたといえるか





								○事業的取組は計画に沿って主導
 　的に実施されているか





								評価軸

						① 衛星観測に関する事業		○計画に沿って主導的に実施されているか

						② エコチル調査に関する事業



								評価軸

						① 中核的研究機関としての連携の組織的推進		○中核的研究機関としての役割を発揮しているか



						② 国内外機関及び関係主体との連携・協働		○様々な主体との連携・協働は適切に実施されているか



						③ 成果の社会実装		○環境政策への貢献、成果の外部機関への提供、知的財産の精選・活用など、研究成果の活用促進等に適切に取り組んでいるか











評点

						評点		令和３年度

						８プログラム平均		4.16

						気候変動・大気質研究プログラム		4.31						評点		令和３年度						評点		参考値*		令和３年度

						物質フロー革新研究プログラム		4.50						（ア）先見的・先端的な基礎研究		4.69						衛星観測に関する研究事業		4.31		4.33

						包括環境リスク研究プログラム		3.92						（イ）政策対応研究		4.38						エコチル調査に関する研究事業		4.15		4.58

						自然共生研究プログラム		4.00						（ウ）知的研究基盤の整備		4.54

						脱炭素・持続社会研究プログラム		4.21						全体		4.77

						持続可能地域共創研究プログラム		3.93

						災害環境研究プログラム		4.17

						気候変動適応研究プログラム		4.25





モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値*		令和３年度		（参考情報）

						プロダクト配布システム登録ユーザー数		984
174		1240
387		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。一般ユーザのみ。

						プロダクト等の配布件数		14491
5020		25267
49852		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。フルフィジクスプロダクトのみ。

						追跡率
（現参加者／出生数）		94.2		93.7		参考値は令和2年度末の値。





(4)評価指標モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値等 サンコウチ トウ		令和３年度						評価指標				令和３年度										達成目標 タッセイ モクヒョウ		令和３年度

						（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44		③		ア		外部機関との共著率（国際）				95.0(50.6)		③		ア				評価指標

						（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47		③		ア														外部機関との共著率（国際）		-		95.0 (50.5)

						（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15		③		ア														モニタリング指標		参考値*

						（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53		③		ア														（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44

						共同研究契約数		55		63		②		ウ、エ														（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47

						共同契約の機関数		68		82		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15

						協力協定数（国内)		21		22		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53

						地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15		②		ア、エ

						大学との交流協定数		26		27		②		オ

						大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175		②		オ

						客員研究員等の受入数		331		342		②		エ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

						二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－		9		②		カ														招待講演数		201		161

						国際共同研究協力協定数		－ 		50		②		オ、カ														一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45

						海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86		②		オ														誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22

						招待講演数		201		161		③		ア														研究業績に対する受賞数		11		12

						一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45		③		ア														各種審議会等の委員数		681		629

						誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22		③		ア														環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607

						研究業績に対する受賞数		11		12		③		ア														職務発明の認定件数		10		3

						各種審議会等の委員数		681		629		③		イ														知的財産の保有状況		54		78

						環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607		③		ウ

						職務発明の認定件数		10		3		③		エ

						知的財産の保有状況		54		78		③		オ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86





Sheet2

						＜令和3年度の主な貢献事例　集計結果＞

						貢献結果（アウトカム）の分類※				件数

						Ⅰ:制度面		反映がなされたもの		141		336

								反映に向けて貢献中のもの		195

						Ⅱ:制度面
以外		反映がなされたもの		19		57

								反映に向けて貢献中のもの		38

						※貢献対象が重複しているものがある。





Sheet1

						第１　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ

								１．環境研究に関する業務		項目No. コウモク

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進

								① 気候変動・大気質研究プログラム

								② 物質フロー革新研究プログラム

								③ 包括環境リスク研究プログラム

								④ 自然共生研究プログラム

								⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

								⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

								⑦ 災害環境研究プログラム

								⑧ 気候変動適応研究プログラム

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進

								（ア）先見的・先端的な基礎研究

								（イ）政策対応研究

								（ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進

								① 衛星観測に関する事業

								② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム

								① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム

								① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム
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評価項目 (2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		7

								２．業務の電子化 に関する事項		8

						第５　財務内容 の改善に関する事項				9

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		10

								２．人事の最適化		11

								３．情報セキュリティ対策 の推進		12

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		13

								５．安全衛生管理の充実		14

								６．業務 における環境配慮等		15





評価項目

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務		0

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 

								２．業務の電子化 に関する事項

						第５　財務内容 の改善に関する事項

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進

								２．人事の最適化

								３．情報セキュリティ対策 の推進

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用

								５．安全衛生管理の充実

								６．業務 における環境配慮等





自己評価(2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		B

								２．業務の電子化 に関する事項		B

						第５　財務内容 の改善に関する事項				B

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		B

								２．人事の最適化		B

								３．情報セキュリティ対策 の推進		B

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		B

								５．安全衛生管理の充実		A

								６．業務 における環境配慮等		B





自己評価

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム











評価軸

								評価軸

						① 気候変動・大気質研究プログラム		○課題に対して十分な取り組みが行われ、成果が得られているか

						② 物質フロー革新研究プログラム

						③ 包括環境リスク研究プログラム

						④ 自然共生研究プログラム

						⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

						⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

						⑦ 災害環境研究プログラム

						⑧ 気候変動適応研究プログラム







								評価軸

						（ア）先見的・先端的な基礎研究		○環境問題の解明・解決に資する科学的、学術的貢献が大きいか



						（イ）政策対応研究		○環境政策への貢献、またはその源泉となる成果が得られているか



								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか



						（ウ）知的研究基盤の整備		○知的基盤整備における実施事項は十分な独自性を有し、高い水準で実施されたといえるか





								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか





								評価軸

						① 衛星観測に関する事業		○計画に沿って主導的に実施されて
 　いるか

						② エコチル調査に関する事業



								評価軸

						① 中核的研究機関としての連携の組織的推進		○中核的研究機関としての役割を発揮しているか



						② 国内外機関及び関係主体との連携・協働		○様々な主体との連携・協働は適切に実施されているか



						③ 成果の社会実装		○環境政策への貢献、成果の外部機関への提供、知的財産の精選・活用など、研究成果の活用促進等に適切に取り組んでいるか











評点

						評点		令和３年度

						８プログラム平均		4.16

						気候変動・大気質研究プログラム		4.31						評点		令和３年度						評点		参考値*		令和３年度

						物質フロー革新研究プログラム		4.50						（ア）先見的・先端的な基礎研究		4.69						衛星観測に関する研究事業		4.31		4.33

						包括環境リスク研究プログラム		3.92						（イ）政策対応研究		4.38						エコチル調査に関する研究事業		4.15		4.58

						自然共生研究プログラム		4.00						（ウ）知的研究基盤の整備		4.54

						脱炭素・持続社会研究プログラム		4.21						全体		4.77

						持続可能地域共創研究プログラム		3.93

						災害環境研究プログラム		4.17

						気候変動適応研究プログラム		4.25





モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値*		令和３年度		（参考情報）

						プロダクト配布システム登録ユーザー数		984
174		1240
387		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。一般ユーザのみ。

						プロダクト等の配布件数		14491
5020		25267
49852		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。フルフィジクスプロダクトのみ。

						追跡率
（現参加者／出生数）		94.2		93.7		参考値は令和2年度末の値。





(4)評価指標モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値等 サンコウチ トウ		令和３年度						評価指標				令和３年度										達成目標 タッセイ モクヒョウ		令和３年度

						（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44		③		ア		外部機関との共著率（国際）				95.0(50.6)		③		ア				評価指標

						（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47		③		ア														外部機関との共著率（国際）		-		95.0 (50.5)

						（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15		③		ア														モニタリング指標		参考値*

						（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53		③		ア														（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44

						共同研究契約数		55		63		②		ウ、エ														（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47

						共同契約の機関数		68		82		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15

						協力協定数（国内)		21		22		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53

						地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15		②		ア、エ

						大学との交流協定数		26		27		②		オ

						大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175		②		オ

						客員研究員等の受入数		331		342		②		エ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

						二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－		9		②		カ														招待講演数		201		161

						国際共同研究協力協定数		－ 		50		②		オ、カ														一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45

						海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86		②		オ														誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22

						招待講演数		201		161		③		ア														研究業績に対する受賞数		11		12

						一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45		③		ア														各種審議会等の委員数		681		629

						誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22		③		ア														環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607

						研究業績に対する受賞数		11		12		③		ア														職務発明の認定件数		10		3

						各種審議会等の委員数		681		629		③		イ														知的財産の保有状況		54		78

						環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607		③		ウ

						職務発明の認定件数		10		3		③		エ

						知的財産の保有状況		54		78		③		オ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86





Sheet2

						＜令和3年度の主な貢献事例　集計結果＞

						貢献結果（アウトカム）の分類※				件数

						Ⅰ:制度面		反映がなされたもの		141		336

								反映に向けて貢献中のもの		195

						Ⅱ:制度面
以外		反映がなされたもの		19		57

								反映に向けて貢献中のもの		38

						※貢献対象が重複しているものがある。





Sheet1

						第１　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ

								１．環境研究に関する業務		項目No. コウモク

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進

								① 気候変動・大気質研究プログラム

								② 物質フロー革新研究プログラム

								③ 包括環境リスク研究プログラム

								④ 自然共生研究プログラム

								⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

								⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

								⑦ 災害環境研究プログラム

								⑧ 気候変動適応研究プログラム

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進

								（ア）先見的・先端的な基礎研究

								（イ）政策対応研究

								（ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進

								① 衛星観測に関する事業

								② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム

								① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム

								① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム
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Hasegawa et al. (2024) Maternal Exposure to Per- and Polyfluoroalkyl Substances and Offspring Chromosomal
Abnormalities: The Japan Environment and Children's Study. Environ Health Perspect. 132, 9, 97004.
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評価項目 (2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		7

								２．業務の電子化 に関する事項		8

						第５　財務内容 の改善に関する事項				9

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		10

								２．人事の最適化		11

								３．情報セキュリティ対策 の推進		12

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		13

								５．安全衛生管理の充実		14

								６．業務 における環境配慮等		15





評価項目

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務		0

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 

								２．業務の電子化 に関する事項

						第５　財務内容 の改善に関する事項

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進

								２．人事の最適化

								３．情報セキュリティ対策 の推進

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用

								５．安全衛生管理の充実

								６．業務 における環境配慮等





自己評価(2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R6年度 ネンド		第5期見込み ダイ キ ミコミ

								１．環境研究に関する業務		A		A

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A		A

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○		A○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A		A

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A		A

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○		A○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の取組に関する事項 		B		B

								２．業務の電子化に関する事項		B		B

						第５　財務内容の改善に関する事項				B		B

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制の推進		B		B

								２．人事の最適化		B		B

								３．情報セキュリティ対策の推進		B		B

								４．施設・ 設備の整備及び管理運用		B		B

								５．安全衛生管理の充実		B		B

								６．業務 における環境配慮等		B		B





自己評価

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム











評価軸

								評価軸

						① 気候変動・大気質研究プログラム		○課題に対して十分な取り組みが行われ、成果が得られているか

						② 物質フロー革新研究プログラム

						③ 包括環境リスク研究プログラム

						④ 自然共生研究プログラム

						⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

						⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

						⑦ 災害環境研究プログラム

						⑧ 気候変動適応研究プログラム







								評価軸

						（ア）先見的・先端的な基礎研究		○環境問題の解明・解決に資する科学的、学術的貢献が大きいか



						（イ）政策対応研究		○環境政策への貢献、またはその源泉となる成果が得られているか



								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか



						（ウ）知的研究基盤の整備		○知的基盤整備における実施事項は十分な独自性を有し、高い水準で実施されたといえるか





								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか





								評価軸

						① 衛星観測に関する事業		○計画に沿って主導的に実施されているか

						② エコチル調査に関する事業



								評価軸

						① 中核的研究機関としての連携の組織的推進		○中核的研究機関としての役割を発揮しているか



						② 国内外機関及び関係主体との連携・協働		○様々な主体との連携・協働は適切に実施されているか



						③ 成果の社会実装		○環境政策への貢献、成果の外部機関への提供、知的財産の精選・活用など、研究成果の活用促進等に適切に取り組んでいるか











評点

						評点		令和３年度

						８プログラム平均		4.16

						気候変動・大気質研究プログラム		4.31						評点		令和３年度						評点		参考値*		令和３年度

						物質フロー革新研究プログラム		4.50						（ア）先見的・先端的な基礎研究		4.69						衛星観測に関する研究事業		4.31		4.33

						包括環境リスク研究プログラム		3.92						（イ）政策対応研究		4.38						エコチル調査に関する研究事業		4.15		4.58

						自然共生研究プログラム		4.00						（ウ）知的研究基盤の整備		4.54

						脱炭素・持続社会研究プログラム		4.21						全体		4.77

						持続可能地域共創研究プログラム		3.93

						災害環境研究プログラム		4.17

						気候変動適応研究プログラム		4.25





モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値*		令和３年度		（参考情報）

						プロダクト配布システム登録ユーザー数		984
174		1240
387		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。一般ユーザのみ。

						プロダクト等の配布件数		14491
5020		25267
49852		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。フルフィジクスプロダクトのみ。

						追跡率
（現参加者／出生数）		94.2		93.7		参考値は令和2年度末の値。





(4)評価指標モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値等 サンコウチ トウ		令和３年度						評価指標				令和３年度										達成目標 タッセイ モクヒョウ		令和３年度

						（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44		③		ア		外部機関との共著率（国際）				95.0(50.6)		③		ア				評価指標

						（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47		③		ア														外部機関との共著率（国際）		-		95.0 (50.5)

						（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15		③		ア														モニタリング指標		参考値*

						（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53		③		ア														（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44

						共同研究契約数		55		63		②		ウ、エ														（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47

						共同契約の機関数		68		82		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15

						協力協定数（国内)		21		22		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53

						地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15		②		ア、エ

						大学との交流協定数		26		27		②		オ

						大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175		②		オ

						客員研究員等の受入数		331		342		②		エ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

						二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－		9		②		カ														招待講演数		201		161

						国際共同研究協力協定数		－ 		50		②		オ、カ														一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45

						海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86		②		オ														誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22

						招待講演数		201		161		③		ア														研究業績に対する受賞数		11		12

						一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45		③		ア														各種審議会等の委員数		681		629

						誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22		③		ア														環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607

						研究業績に対する受賞数		11		12		③		ア														職務発明の認定件数		10		3

						各種審議会等の委員数		681		629		③		イ														知的財産の保有状況		54		78

						環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607		③		ウ

						職務発明の認定件数		10		3		③		エ

						知的財産の保有状況		54		78		③		オ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86





Sheet2

						＜令和3年度の主な貢献事例　集計結果＞

						貢献結果（アウトカム）の分類※				件数

						Ⅰ:制度面		反映がなされたもの		141		336

								反映に向けて貢献中のもの		195

						Ⅱ:制度面
以外		反映がなされたもの		19		57

								反映に向けて貢献中のもの		38

						※貢献対象が重複しているものがある。





Sheet1

						第１　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ

								１．環境研究に関する業務		項目No. コウモク

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進

								① 気候変動・大気質研究プログラム

								② 物質フロー革新研究プログラム

								③ 包括環境リスク研究プログラム

								④ 自然共生研究プログラム

								⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

								⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

								⑦ 災害環境研究プログラム

								⑧ 気候変動適応研究プログラム

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進

								（ア）先見的・先端的な基礎研究

								（イ）政策対応研究

								（ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進

								① 衛星観測に関する事業

								② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム

								① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム

								① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム
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評価項目 (2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		7

								２．業務の電子化 に関する事項		8

						第５　財務内容 の改善に関する事項				9

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		10

								２．人事の最適化		11

								３．情報セキュリティ対策 の推進		12

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		13

								５．安全衛生管理の充実		14

								６．業務 における環境配慮等		15





評価項目

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務		0

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 

								２．業務の電子化 に関する事項

						第５　財務内容 の改善に関する事項

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進

								２．人事の最適化

								３．情報セキュリティ対策 の推進

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用

								５．安全衛生管理の充実

								６．業務 における環境配慮等





自己評価(2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R6年度 ネンド		第5期見込み ダイ キ ミコミ

								１．環境研究に関する業務		A		A

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A		A

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○		A○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A		A

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A		A

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○		A○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の取組に関する事項 		B		B

								２．業務の電子化に関する事項		B		B

						第５　財務内容の改善に関する事項				B		B

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制の推進		B		B

								２．人事の最適化		B		B

								３．情報セキュリティ対策の推進		B		B

								４．施設・ 設備の整備及び管理運用		B		B

								５．安全衛生管理の充実		B		B

								６．業務 における環境配慮等		B		B





自己評価

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム











評価軸

								評価軸

						① 気候変動・大気質研究プログラム		○課題に対して十分な取り組みが行われ、成果が得られているか

						② 物質フロー革新研究プログラム

						③ 包括環境リスク研究プログラム

						④ 自然共生研究プログラム

						⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

						⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

						⑦ 災害環境研究プログラム

						⑧ 気候変動適応研究プログラム







								評価軸

						（ア）先見的・先端的な基礎研究		○環境問題の解明・解決に資する科学的、学術的貢献が大きいか



						（イ）政策対応研究		○環境政策への貢献、またはその源泉となる成果が得られているか



								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか



						（ウ）知的研究基盤の整備		○知的基盤整備における実施事項は十分な独自性を有し、高い水準で実施されたといえるか





								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか





								評価軸

						① 衛星観測に関する事業		○計画に沿って主導的に実施されているか

						② エコチル調査に関する事業



								評価軸

						① 中核的研究機関としての連携の組織的推進		○中核的研究機関としての役割を発揮しているか



						② 国内外機関及び関係主体との連携・協働		○様々な主体との連携・協働は適切に実施されているか



						③ 成果の社会実装		○環境政策への貢献、成果の外部機関への提供、知的財産の精選・活用など、研究成果の活用促進等に適切に取り組んでいるか











評点

						評点		令和３年度

						８プログラム平均		4.16

						気候変動・大気質研究プログラム		4.31						評点		令和３年度						評点		参考値*		令和３年度

						物質フロー革新研究プログラム		4.50						（ア）先見的・先端的な基礎研究		4.69						衛星観測に関する研究事業		4.31		4.33

						包括環境リスク研究プログラム		3.92						（イ）政策対応研究		4.38						エコチル調査に関する研究事業		4.15		4.58

						自然共生研究プログラム		4.00						（ウ）知的研究基盤の整備		4.54

						脱炭素・持続社会研究プログラム		4.21						全体		4.77

						持続可能地域共創研究プログラム		3.93

						災害環境研究プログラム		4.17

						気候変動適応研究プログラム		4.25





モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値*		令和３年度		（参考情報）

						プロダクト配布システム登録ユーザー数		984
174		1240
387		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。一般ユーザのみ。

						プロダクト等の配布件数		14491
5020		25267
49852		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。フルフィジクスプロダクトのみ。

						追跡率
（現参加者／出生数）		94.2		93.7		参考値は令和2年度末の値。





(4)評価指標モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値等 サンコウチ トウ		令和３年度						評価指標				令和３年度										達成目標 タッセイ モクヒョウ		令和３年度

						（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44		③		ア		外部機関との共著率（国際）				95.0(50.6)		③		ア				評価指標

						（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47		③		ア														外部機関との共著率（国際）		-		95.0 (50.5)

						（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15		③		ア														モニタリング指標		参考値*

						（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53		③		ア														（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44

						共同研究契約数		55		63		②		ウ、エ														（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47

						共同契約の機関数		68		82		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15

						協力協定数（国内)		21		22		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53

						地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15		②		ア、エ

						大学との交流協定数		26		27		②		オ

						大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175		②		オ

						客員研究員等の受入数		331		342		②		エ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

						二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－		9		②		カ														招待講演数		201		161

						国際共同研究協力協定数		－ 		50		②		オ、カ														一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45

						海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86		②		オ														誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22

						招待講演数		201		161		③		ア														研究業績に対する受賞数		11		12

						一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45		③		ア														各種審議会等の委員数		681		629

						誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22		③		ア														環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607

						研究業績に対する受賞数		11		12		③		ア														職務発明の認定件数		10		3

						各種審議会等の委員数		681		629		③		イ														知的財産の保有状況		54		78

						環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607		③		ウ

						職務発明の認定件数		10		3		③		エ

						知的財産の保有状況		54		78		③		オ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86





Sheet2

						＜令和3年度の主な貢献事例　集計結果＞

						貢献結果（アウトカム）の分類※				件数

						Ⅰ:制度面		反映がなされたもの		141		336

								反映に向けて貢献中のもの		195

						Ⅱ:制度面
以外		反映がなされたもの		19		57

								反映に向けて貢献中のもの		38

						※貢献対象が重複しているものがある。





Sheet1

						第１　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ

								１．環境研究に関する業務		項目No. コウモク

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進

								① 気候変動・大気質研究プログラム

								② 物質フロー革新研究プログラム

								③ 包括環境リスク研究プログラム

								④ 自然共生研究プログラム

								⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

								⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

								⑦ 災害環境研究プログラム

								⑧ 気候変動適応研究プログラム

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進

								（ア）先見的・先端的な基礎研究

								（イ）政策対応研究

								（ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進

								① 衛星観測に関する事業

								② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム

								① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム

								① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム
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評価項目 (2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 		7

								２．業務の電子化 に関する事項		8

						第５　財務内容 の改善に関する事項				9

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進		10

								２．人事の最適化		11

								３．情報セキュリティ対策 の推進		12

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用		13

								５．安全衛生管理の充実		14

								６．業務 における環境配慮等		15





評価項目

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				項目No.

								１．環境研究に関する業務		0

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		1

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		2○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		3

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		4

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		5

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		6○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の 取組に関する事項 

								２．業務の電子化 に関する事項

						第５　財務内容 の改善に関する事項

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制 の推進

								２．人事の最適化

								３．情報セキュリティ対策 の推進

								４．施設・ 設備の整備及び管理 運用

								５．安全衛生管理の充実

								６．業務 における環境配慮等





自己評価(2)

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R6年度 ネンド		第5期見込み ダイ キ ミコミ

								１．環境研究に関する業務		A		A

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A		A

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○		A○

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A		A

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A		A

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○		A○

						第４　業務運営の効率化に関する事項

								１．業務改善の取組に関する事項 		B		B

								２．業務の電子化に関する事項		B		B

						第５　財務内容の改善に関する事項				B		B

						第６　その他の業務運営に関する重要事項

								１．内部統制の推進		B		B

								２．人事の最適化		B		B

								３．情報セキュリティ対策の推進		B		B

								４．施設・ 設備の整備及び管理運用		B		B

								５．安全衛生管理の充実		B		B

								６．業務 における環境配慮等		B		B





自己評価

						第３　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ				R3年度 ネンド

								１．環境研究に関する業務

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進		A

								　    戦略的研究プログラム センリャクテキ ケンキュウ

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進		A○

								    （ア）先見的・先端的な基礎研究

								    （イ）政策対応研究

								    （ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進		A

								      ① 衛星観測に関する事業

								      ② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進		A

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム		A

								      ① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								      ② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム		A○

								      ① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								      ② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム











評価軸

								評価軸

						① 気候変動・大気質研究プログラム		○課題に対して十分な取り組みが行われ、成果が得られているか

						② 物質フロー革新研究プログラム

						③ 包括環境リスク研究プログラム

						④ 自然共生研究プログラム

						⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

						⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

						⑦ 災害環境研究プログラム

						⑧ 気候変動適応研究プログラム







								評価軸

						（ア）先見的・先端的な基礎研究		○環境問題の解明・解決に資する科学的、学術的貢献が大きいか



						（イ）政策対応研究		○環境政策への貢献、またはその源泉となる成果が得られているか



								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか



						（ウ）知的研究基盤の整備		○知的基盤整備における実施事項は十分な独自性を有し、高い水準で実施されたといえるか





								○事業的取組は計画に沿って主導的に実施されているか





								評価軸

						① 衛星観測に関する事業		○計画に沿って主導的に実施されているか

						② エコチル調査に関する事業



								評価軸

						① 中核的研究機関としての連携の組織的推進		○中核的研究機関としての役割を発揮しているか



						② 国内外機関及び関係主体との連携・協働		○様々な主体との連携・協働は適切に実施されているか



						③ 成果の社会実装		○環境政策への貢献、成果の外部機関への提供、知的財産の精選・活用など、研究成果の活用促進等に適切に取り組んでいるか











評点

						評点		令和３年度

						８プログラム平均		4.16

						気候変動・大気質研究プログラム		4.31						評点		令和３年度						評点		参考値*		令和３年度

						物質フロー革新研究プログラム		4.50						（ア）先見的・先端的な基礎研究		4.69						衛星観測に関する研究事業		4.31		4.33

						包括環境リスク研究プログラム		3.92						（イ）政策対応研究		4.38						エコチル調査に関する研究事業		4.15		4.58

						自然共生研究プログラム		4.00						（ウ）知的研究基盤の整備		4.54

						脱炭素・持続社会研究プログラム		4.21						全体		4.77

						持続可能地域共創研究プログラム		3.93

						災害環境研究プログラム		4.17

						気候変動適応研究プログラム		4.25





モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値*		令和３年度		（参考情報）

						プロダクト配布システム登録ユーザー数		984
174		1240
387		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。一般ユーザのみ。

						プロダクト等の配布件数		14491
5020		25267
49852		参考値は令和2年度末の値。上段はGOSAT、下段はGOSAT-2。フルフィジクスプロダクトのみ。

						追跡率
（現参加者／出生数）		94.2		93.7		参考値は令和2年度末の値。





(4)評価指標モニタリング指標

						モニタリング指標		参考値等 サンコウチ トウ		令和３年度						評価指標				令和３年度										達成目標 タッセイ モクヒョウ		令和３年度

						（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44		③		ア		外部機関との共著率（国際）				95.0(50.6)		③		ア				評価指標

						（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47		③		ア														外部機関との共著率（国際）		-		95.0 (50.5)

						（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15		③		ア														モニタリング指標		参考値*

						（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53		③		ア														（一人あたり）誌上発表（査読あり）件数		1.42		1.44

						共同研究契約数		55		63		②		ウ、エ														（一人あたり）誌上発表（査読なし）件数		0.55		0.47

						共同契約の機関数		68		82		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国内）件数		2.7		2.15

						協力協定数（国内)		21		22		②		ウ、エ														（一人あたり）口頭発表（国外）件数		0.88		0.53

						地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15		②		ア、エ

						大学との交流協定数		26		27		②		オ

						大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175		②		オ

						客員研究員等の受入数		331		342		②		エ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

						二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－		9		②		カ														招待講演数		201		161

						国際共同研究協力協定数		－ 		50		②		オ、カ														一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45

						海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86		②		オ														誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22

						招待講演数		201		161		③		ア														研究業績に対する受賞数		11		12

						一般向け講演・ワークショップ等の数		53		45		③		ア														各種審議会等の委員数		681		629

						誌上・口頭発表に対する受賞数		19		22		③		ア														環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607

						研究業績に対する受賞数		11		12		③		ア														職務発明の認定件数		10		3

						各種審議会等の委員数		681		629		③		イ														知的財産の保有状況		54		78

						環境標準物質等の外部研究機関等への提供件数		647		607		③		ウ

						職務発明の認定件数		10		3		③		エ

						知的財産の保有状況		54		78		③		オ														モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86

																												モニタリング指標		参考値* サンコウチ		令和３年度

																												共同研究契約数		55		63

																												共同契約の機関数		68		82

																												協力協定数（国内)		21		22

																												地方公共団体の環境研究所
（以下「地方環境研究所」という）等の共同研究数		17		15

																												大学との交流協定数		26		27

																												大学の非常勤講師等委嘱数		－ 		175

																												客員研究員等の受入数		331		342

																												二国間協定等の枠組みの下での共同研究数		－ 		9

																												国際共同研究協力協定数		－ 		50

																												海外からの研究者・研修生の受入数		－ 		86





Sheet2

						＜令和3年度の主な貢献事例　集計結果＞

						貢献結果（アウトカム）の分類※				件数

						Ⅰ:制度面		反映がなされたもの		141		336

								反映に向けて貢献中のもの		195

						Ⅱ:制度面
以外		反映がなされたもの		19		57

								反映に向けて貢献中のもの		38

						※貢献対象が重複しているものがある。





Sheet1

						第１　研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項 ダイ

								１．環境研究に関する業務		項目No. コウモク

								（１）重点的に取り組むべき課題への統合的な研究の推進

								① 気候変動・大気質研究プログラム

								② 物質フロー革新研究プログラム

								③ 包括環境リスク研究プログラム

								④ 自然共生研究プログラム

								⑤ 脱炭素・持続社会研究プログラム

								⑥ 持続可能地域共創研究プログラム 

								⑦ 災害環境研究プログラム

								⑧ 気候変動適応研究プログラム

								（２）環境研究の各分野における科学的知見の創出等の推進

								（ア）先見的・先端的な基礎研究

								（イ）政策対応研究

								（ウ）知的研究基盤の整備

								（３）国の計画に基づき中長期目標期間を超えて実施する事業の着実な推進

								① 衛星観測に関する事業

								② エコチル調査に関する事業

								（４）国内外機関との連携及び政策貢献を含む社会実装の推進

								２．環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ トウ カン ギョウム

								① 環境情報の収集、整理及び提供 カンキョウ ジョウホウ シュウシュウ セイリ オヨ テイキョウ

								② 研究成果の普及 ケンキュウセイカ フキュウ

								３．気候変動適応に関する業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン ギョウム

								① 気候変動適応推進に関する技術的援助 キコウ ヘンドウ テキオウ スイシン カン ギジュツテキ エンジョ

								② 気候変動適応に関する調査研究・技術開発業務 キコウ ヘンドウ テキオウ カン チョウサ ケンキュウ ギジュツ カイハツ ギョウム






	第27回　環境省国立研究開発法人審議会
	スライド番号 2
	自己評価総括
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	中国からのブラックカーボン（BC）排出量の長期推計と排出インベントリ検証
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	ニホンミツバチからの各種農薬の検出と周辺土地利用の相関関係の検証
	スライド番号 16
	タイの運輸部門における脱炭素シナリオの定量化
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	里地里山における放射線被ばくリスクの低減
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	UNFCCC COP29での情報発信（2024年11月）��GOSATシリーズの国際広報活動を行い、内外の注目を集めた
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	スライド番号 61
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	第3 2.環境情報の収集、整理及び�提供等に関する業務
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び�提供等に関する業務
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び�提供等に関する業務
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　①環境情報の収集、整理及び提供
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　①環境情報の収集、整理及び提供
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　①環境情報の収集、整理及び提供
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　②研究成果の普及　評価指標／モニタリング指標
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　②研究成果の普及　評価指標／モニタリング指標
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　②研究成果の普及　評価指標／モニタリング指標
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　②研究成果の普及　評価指標／モニタリング指標
	【項目No.5】第3 2.環境情報の収集、整理及び提供等に関する業務�　②研究成果の普及　評価指標／モニタリング指標
	第3 3.気候変動適応に関する業務
	【項目No.6】第3 3.気候変動適応に関する業務
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 84
	スライド番号 85
	スライド番号 86
	スライド番号 87
	第4 業務改善の取組に関する事項
	【項目No.7】第4 1.業務改善の取組に関する事項
	【項目No.8】第4 ２.業務の電子化に関する事項
	第5 財務内容の改善に関する事項
	【項目No.9】第5 財務内容の改善に関する事項
	【項目No.9】第5 財務内容の改善に関する事項
	【項目No.9】第5 財務内容の改善に関する事項�　過去５ヶ年の予算及び執行状況
	第6 その他業務運営に関する�重要事項
	【項目No.10】第6　1.内部統制の推進
	【項目No.11】第6 2.人事の最適化
	【項目No.12】第6 3.情報セキュリティ対策の推進
	【項目No.13】第6 4.施設・設備の整備及び管理運用
	【項目No.13】第6 4.施設・設備の整備及び管理運用
	【項目No.14】第6 5.安全衛生管理の充実
	【項目No.15】第6 6.業務における環境配慮等
	スライド番号 103



